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白川仁ト
の世界
田
Diane 
浜
α Hécαtombe 
ロンサールらプレイヤード派の詩人達によって， 1549年以後，恋愛ソネ
ローマの詩人に加え，『カンツオニエーレ』の詩人
及び彼の影響を受けたイタリア詩人達にフランスの詩人達が学λだ結果，
デュ・ベレー，
ギリシャ，集がフランスで流行する。
書士ヘトラルカ，
あるしたがって.モチーフ等が認められる。共通の主題.多く書かれた当時の作品には，
作品の独自'性を明らかにするために， または同時代の類似し
た他の作品と比較を行うことは有意義であり.アグリッパ・ト、ーピニェの Hécαtornbe ?
Diane に関しでも，他の詩人の作品を引用.言及した H. \Veber による批評版が存在する l]io
source と考えられる作品。
行情詩として存在するテキス卜から歴史
したがって本論においては.個
ティアーヌ・サルヴイアチという女性との恋愛から生まれた
ことが自伝によっても知られているとは言え 12i ，
的事実としての彼らの恋愛を再現することは困難である。
またこの百編の、ノネ集が，
語り手が恋愛の意識をどのような表
このソネ集全体の世界を呈示することを
個のソオ、の独自性や語られている恋愛の内容よりも，
現によって作品化しているかを分析することで，
目的とする。
または両者の関係
そのよ〉な恋愛の世界
一見呉E{
恋愛感情の対象である女性，
についての言葉が恋愛詩としての意味の中心となるわけであるが，
を指向する言葉によコて.直接恋愛が語られる場合もあれは\恋愛の世界とは
語り子の内面や，恋愛ソネにあっては，
な世界を呈示することからソネがはじまる場合もある。
最初に直接恋愛の世界を語る例を見ょう。
XXXVI 
nllgnonne. Tu l1'avois de l11 anclê , 
par 鹽 ition (" r itique SIαnces ， L 'H馗atombe ?Dialle et les Lc Printcmp 目、( 1 ) 
1960. France. Presses Universitaires de Paris ‘ H. vVeber. 
日ibl ioth鑷ut:' Weber ‘ par Henri 馘ition (Euvres , 
1969 、 pp. 394 -396. 
enfants in (2) S α vie (t ses 
Pl? iacle ‘ ?? ?
?
de 
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De Paris quelqlle nOll\'e,llltê. 
Le nou¥'eall plaist ? ta bealltι 
C'est la nOll¥'eallt? qlli m'estonne. 
Je n ay ¥'el deplIis ta persυnne 
Hien qui doive estre souhaittê , 
Ainsi je n ay riel1 apport?
que ce cristal qlle je te donne. 
QlIe d i-je ‘ je ne pOllvoy miellx 
POllr monstrer f'l1semble ? tes vellx 司
l'vl 0n f e 1I‘ ta beaut? mer¥'eilleuse. 
c'ぞ st 1101l¥'eall?! tl 11 、 e l1 C 1'0 IS r lell ‘ 
J' esperεqlle par ce moyen 
I:{ I 
De tov t.1I seras amour ぞ1I se , 
ここでは，女l生が贈り物を頼み，それに対して， (私)が応えるという形で，恋愛が二
人の共同行為として語られ， (mig l1 oll l1 e) と言った 11千びかけは.親密;さを示している。女
性の視線を映す鏡も‘ まずはパリからのjlN り物としてデイアーヌと〈私〉を結びつける役
害!Jを果たしている。同1呆にデイアーヌとの関係がH 常的な世界の中で表現されているソネ
が他にも存在するof私〉がテイアーヌの肖像画l を求めたり(、ノネ XX 田) ，二人の乗った
川車が倒れたり(、ノネ XXX) .からませた桁の思い出(ソオ、 XXXV) 等において.二人
の関係は日常的な世界にむける恋愛関係として語られている。もちろん現実にそういった
出来事があったかどうかは判断出来ないし.重要ではない。附:認してむくべき事は.日常
的に有り得ると想定される出来事によって，、ノネが成立. もしくはソネの書きはじめられ
ているということだ。
次は恋のはじまりをい]危!するソ千、である。
LX1V 
.Je ne sça~' si je do~' ぞ stllner par ralson 
Lc jOllJ' et la sa isol1 Ol 仁川1t r a i r (' ()1I h f'1I " f:' 1I S e 
( 3 )本文引 HJは次のデキストに依った。
Lc Pi・ inlcmJl，~， L 'H馗alombc ﾌl Diane 、 a\・ ec 1I 11 ぞ introdllctio l1 de Herll は rd
Gagnebin ‘ D J' ()Z ‘ 1948, 
u ーマ数'千:にて噌 ゾ干の吊:;J を ，1]\ した a
Que je vy de ses yeux la flamme grac ieuse 
Empoisonner mes sens <J' une douce poison. 
Ses dellX soleilz me font heureux el1 la prisol1 
O?loge la douceur et la peine engoisseuse , 
Mais telJe qu'elle soit , ou douce Ol ennuyeuse. 
De la source du mal , j'esp鑽e guerison. 
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このソネに含まれるいくつかのメタフォールによって.恋のはじまりを語り手がどの
ように認識しているかを知ることが出来ょう。 (douce poison) といった撞着語法や，
{heure山刊 la pr ison} との逆説的な表現によって.不安定でアンビヴァレントな状
態であり.理性が正常に機能しない，また (guerison) という語が示すように病気であ
る状態として，恋愛は認識されている。恋愛を牢獄 {prison} や病気にたとえるメタフォ
ールはソネ XVI. XL VI. XLlX, LV n, LXXXVI にも見られるように個別的に創意され
たメタフォールでなく，戸片謂ベトラルキスムが持つ {registre} に依るものである (4lo4
行目の {poison} とれmpoisonner} と同様に，ソネ LXXXVI では， (prison) という
活と共に， {chaine} , {enchaisna} という表現が使用されている。
女性の美しさを称える際には，貴金属，花をメタフォールとして用いることになる。
XXV 
Que je soy' donc le peintre. il m'a quitt? sa place. 
Rengain? son pinceau; je veux bien faire mieux 
Qu' en un tableau morteL qui bien tost sera vieux 
Et qui en peu de temps se pourrit et s'efface. 
Je pe in ce bra ve front , empereur de ta face. 
Tes levres de rubis , 1'01' dc tes blonds cheveux. 
L' incarnat de ta joue et le feu de tes yeux , 
Pu is le succ re du tOllt ‘ le lllstre de ta grace. 
画家に代わって，自らがデイアーヌの姿を拙くと宣言し，二番目の四行詩節で. {Tes 
levres de rubis}. {J'or c1e tes hlonds cheveux} など鮮かな描写を展開している。
これらの女性を賛美するためメタフ 1 ールを新たに詩人が発明する必要はな p。 伝統的に
(4) Gis鑞e l¥1athieu Castellani ‘ Les th む rnes αrnoureux dans la po駸 ie francα lse 
( 1570-1600) 、 Paris 、 KJine ks ieck ‘ 1975 司 pp.32-43.
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使われている例から.ふさわしいイマージュを選び{1~すことが必要なのである (bL
しかし. こうした色彩の類似性によるメタフォールは，単に女性の美を表現するために
用いられるだけではなく，ソヰ、の展開に大きな役割を果たす場合もある。
LXVIII 
Cest esthomac de marbre est-il pas sllffizant 
Pour monstrer que Je ('(日lr qu i l? dedans s' emmllre 
Cornme l'y est de marbl'e et d'estoffe plllS dure 
Qll'un 1・ oc invariable. endllrcy et pesant ? 
J'uyme bien la beaut? du mal'bre reluisant、
Mais je n ~' Pllis gravel' ny terme ‘ ny peinctllre. 
Tableall saint Oﾙ mon nom ser¥'ira de figure 司
Sois dur ? J'effacer ainsi qu 冶 n ド inc isant. 
Car s i les diamantz se gravent par les eaux. 
Et si on voit les rochz fendllZ par les ruisseaux , 
Si du borgne AffriC'ain le soin , les feux aussi ‘ 
Parmy les rochz bris駸 firent C'hemin aux armes , 
.Je gra\'era~' mon nom sur C'e C' æul・ぞ nrI u n: :v司
Le bl・ usJant de mes feux. le m¥'nant de mes larmes. 
一行自で，デイアーヌの IJ旬のかsthomac de marbrけという色彩，光沢から導かれた
メタフ寸ールが， (eæur) という内聞に.すなわちデイアーヌの心のかたくなさを形容す
ることになる。 {mabre) の色彩より硬度に焦点が当てられたことで.三行 1;寺節におい
ては， {diamanlz} (ro C' hz) ら新たなイマーシュが導入される。メタフォー!しの使m によ
り，視覚から角!I!覚ヘラデイアーヌの外而から内面への移行が可能になったわけである。
テイアーヌの IJJLの白さを称えながら，同憾に悦党から lliミ覚へと，ディアーヌとのZliiA11; を失
くしより直接的な感覚ヘ移行する例は.、ノネ XLIJ に見 6 れる。
u上，直J妾恋愛の世界を語る、ノネの例を考持したちデイアーヌと i私〉にとっての共IIIJ
の行為や. 日常的な出来事を語る際にはともかく.恋に落ちた自己の内而在表現 L ，デイ
アーヌの美しさを利:え‘ またはデイアーヌの(私〉に対-4- る態度を諮る際の， メタフォー
ルのf!1l}J きを 1Î在認、しておきた t 'l o
(5) Fernand HalJyn 、 Formes métα pho'l・ iques dalls 1(/ ]Joi.'sil' /yrique de l'?e 
b(/Toque ('1 France 、 Genè\'e ， DI・ OZ. 1975 司 pp.93~94.
19 
次の，恋愛の世界とは一見異質な世界を呈示することからはじまるソネについては，一
つに分けて考えられる。途中から恋愛の世界が現われてくる場合と.ソネ全体が恋愛と異
質な世界である場合との二つのハターンがあるの
前者‘すなわち恋愛と異質な世界の呈示にはじまり ソネの途中で恋愛の文脈が現われ
てくる例をまず挙げる。
xc 
Un clair voyant faucon en ¥'olant pOllr rivie1'e 
Planoit dedans le cie l, ? se fondre appreste 
SlIr son gibier blot.v. J'vIais \'o ,vant ?coste 
Une corne i Ile 司 il quitte une poincte premlere , 
Ainsi de ses attraictz. llne maistresse fiere 
S'eslevant jusqll'au eiel m ‘ abbat soubz sa beaut語、
Mais son vouloir volage e5t soudain transporte 
En I'amour c1'un corbeau pour me laisser arriere. 
Ha! beaux yeux obscurcis qlli avez pris le pire. 
PlllS propres ?blesser que diseretz ?eslire ‘ 
Je \'り us crain abbatu ‘ ainsi qlle fait J'oiseau 
Qui n'attencl quぞ la mo1't c1e 18 serre ennemie ‘ 
Fors qlle le ehangement luy redonne la vie 、
Et c 、 est le changement qlli me traine 駘l tombeall , 
冒頭の四行詩で.恋愛とは異質な世界である隼が獲物を狙う時の行動を描写し，二番目
の四行詩節で。恋愛の文脈を示す表現が現われる05 行l:J の (ainsi;' という語が示してい
るように，最初の凶行詩がcomparant，次の|瑚行詩が compart:'として.全体でひとつの
comparaison を形成していると考えることも出来ょう c {eompara ison développée) と
..16; ー呼ぶこともあるようた 。知いコン八レゾシではなく.このような形を取ることで.単な
る属性ではなく.一連の行動の類似を呈示することが可能になる。一人の女性に捧げられ
たソネにあ・いては， この4極軍のゴンパレソゾゾ、0、ンは. û訴再り子カ
機能をまずず、持つと考えられる O また，二番目の四行持節?恋愛の世界が語られるが.冒頭
のE日行詩節で使用された恋愛と異質な語f与さカ;次の凹行詩節に入り込み. {maistre日e} を
(6) lbid , p.44. 及び François R i ぶり lot 司 Lc tcxte de la Rcnaiss αηC(ヘ Gen È' V(> ‘
Droz. 1982 司 p.188 ，
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受けての 6 行目では， (S'eslevant jusqu'au ciel) とある様にメタフォールを形成させ
ている。
さて，この Hécαto m.be ?Diane にあっては，戦いに関係するイマージュを含むソネが，
Vn から XVI まで連続している。
XIV 
J e v i s U 1 j 0u r U 1 S 0 1 d a t ter r a s s ? 
Bless? ?mort de la main ennemie , 
Avecq' le sang , I'ame rouge ravie 
Se debattoit dans le sein transperc? 
De mille mortz ce perissal1t press?
Grin輟it les dents en J'extreme agonie ‘ 
Nous prioit tous de luy haster la vie: 
Mort et non mort. v ifnon vif fust la iss? 
{Ha , di-je allors ‘ pareille est ma blesseure 曙
Ains i qu' ? luy ma mort est toute sellre 、
Et la beaut? qli me contraint mourir 
Voit bien comment je languy ?sa veue ‘ 
Ne voulant pas tller cellx ql' elle tlle , 
Ny par la mort un mOllrant secollrir}. 
このソネの場合.二つの四行詩節で戦場に倒れ伏し 瀕死の重傷を負った兵士の描写が
繰り広げられ，三行詩節に入って， (pareillけという語が示すように，兵士と同じよう
に恋愛の傷を負っている自らの心情が述べられている。一般的な論証のためにコンパレゾ
ンを使用するならば，選ばれる事例は客観性を備えた方が良い。例えば，四季の移り変わ
りが自然の法則として. ソネ Lxxxn から LXXXVJ まで使われている。ソネ XJV の場
合，四行詩節で呈示されている世界は，一般的な現象などではなく，語り手が兵士の
姿を見 (Je vis) 兵士の声を聞いている (Nous prioit)。兵士と語り手は単なる類似以上
の共感によって結びつけられ，語り手は恋愛と異質な世界を呈示するだけでなく，その世
界の中の登場人物になっている。二つの四行詩節に見られる宗教戦争の情景から得られた
描写は，具体的なイマージュに満ちているが，同様に凄惨な宗教戦争の光封をコンパレゾ
ンに取り入れたソネが，百編の恋愛詩の中で V 田， IX , X, X n とあることは注目に値
する。
ソオ、 XC ， XIV のソネでは，はじめに恋愛と異質な世界を呈示しその後で (ainsi)
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とか， (pareille) といった語によって，恋愛の世界を語る手法が取られたが.次はソネ
全体が，恋愛とは異なる世界によってっくり上げられている例を考察する。 Héc αtombe
? Diane のはじめの 3 つのソネは.いずれも嵐の海を小舟がさ迷う情景を描いている。
I 
En un petit esqllif esperdu , malhellreux. 
Expose ? J'hcrreur de la mer enragee , 
J e d isputoy' le sort de ma ¥' ie engagëe , 
Avecq' les tOllrbillons des bises olltrageux. 
Tout accollrt ? ma l1lort: Orion plllvieux 
Creve ln deluge espais. et ma barque chargee 
De flotz avecq ma vie estoit my sllbmergee , 
N'a ,vant alltre secours que mon cry vers les c ieux. 
AlIssitost mon vaisseall de peur et d'ondes vuide 
Recellt ? mon secours le cOllple Tindaride! 
Secours en desespoir 司 oportun en destresse , 
En la mer de mes plellrs port? d'un fraile corps 、
AlI vent de mes sOllspirs press? de mille morts 
J'ay vell l'astre be輟n des yeux de ma deesse. 
一見すると，このソオ、全体が難破にさらされる小舟の航海を叙述しているようだが，こ
のソネ集が恋愛詩集である以上，嵐の海の航海を恋愛の象徴して読むことが迫られる。ま
た，このソネ H においては， 12行自に {la mer de mes pleurs} と恋愛の世界との関係
を表す言葉がメタフォールの形で示されている。愛にとらわれている内面の不安が嵐の光
景で表現され，星に導かれj巷に着くことは愛の苦しみの後の安らぎを象徴する。ソネ H は，
恋人の眼を見ることが出来るが， ソネ 1 .皿では舟人である〈私〉は，難破してしまう。
恋愛を航海にたとえることは，様々な詩人によって試みられたとしても 17\ ドーピニェの書
いた三編のソネがいずれも航海却時間の流れに従って叙述するというよりも，語り手の難
破する寸前の叫びに焦点を合わせていることは注目すべきであるし，冒頭の三編のソネが
このように切迫した調子ではじまることで，読者を一気に Hécαtombc ? Diαne の世界に
引き込む役割!を果たしていると言えよう。
( 7) HC Ill・ i Weber 、 La Cré αlìon J) oétìque α11 xvr si鐵le en Frαnce. Nizet 
1955 , pp.295-304. 
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ソネ全体を恋愛と異質な世界で表現している例としては 他に Amour と Fortune の戦
い(ソネ vn ， Vill) ，愛の法廷(ソネ XLV， C) 愛の道 (LV) などが挙げられよう。表
面上の叙述の世界の下に.別の世界を隠す手法はレトリックの用語で言えば a Ilêgorie と
呼ぶのが適当であろう。
さて.愛の航海のソネは ， Héc αtombe ? Diαne の冒頭を飾ったが，愛の法廷のソネは‘
XIV , C の 2 つが存在する。ソネ XIV では.被告人は ra IS0n と対立する amour であるし.
詩句の調子も軽い。ソネ C では様相は一変するο
C 
Au tribunal d'amour. appr鑚 mon dernier jour , 
Mon cαur sera porté , diffam? de bruslures. 
Il sera expos? on verra ses blesseures 司
Pour cognoistre qui fit un si estrange tour. 
A la face et aux yeux de la celes? cour 
O?se preuvent les 111ains innocentes ou pures , 
I s e i g n e r a s 1I toy 司 et compleignant d'injllres , 
Il demandera jllstice au juge aveugle Amour. 
TlI diras: C'est Venus qui la fait par ses ruses. 
Ou bien Amour ‘ son filz. En vain telles excuses! 
N'accuse point Venus de ses 1110rtels brandons 。
Car tu les as fOllrnis de mesches et flammesches , 
Et pour les coups de traict qll'on donne aux Cupidons. 
Tes yeux en sont les arcs , et les regards les flesches. 
被告人は今やデイアーヌであり，告訴人であろう〈私〉は，もはや生命ある者として存
在していない。人間としてではなく， {Mon c U'ur} がデイアーヌに向かつて血を泌びせ
ることで，デイアーヌの罪を告発しようとする。デイアーヌの心変わり，つれなさを嘆き，
言葉を尽くしてデイアーヌの気持ちを変えようとした〈私〉が，詩集を閉じるこのソオ、に
いたって.デイアーヌに呪いの言葉を投げかけるのだ。
以上の引用とその分析で， Héc αtombe il Diane における恋愛の語り方についておよそ
のパ、ターンを見てきたが.簡単にもう一度整理をしてみよう。
まず.ソネ XXXVI では，デイアーヌへの贈り物といった日常的な事物を通してデイ
アーヌとく私〉の関係は諮られ.二人の関係も共同的で日常的世界の中 lこ拙i かれた。
次にソネ LXIV は恋愛状態にある語り手の内 fýîが.ソネ XXV では.デイアーヌの美し
23 
さが， メタフォールをまじえながら語 iうれたが.それらのメタフォールは文学的な伝統の
いegistre} に属するものながら.、ノオ、 LXVIII は.そこからの変容を示す例であった。
ソオ、 XC 以れL 恋愛と異質な世界を呈示することからソネがはじまるものだが，
comparalSO I1と江 llêgorie に大別出来た C 両者の用法それ自体は、何ら特殊なものではな
いが， comparalson の場合は，外界の具体的な事象を恋愛の comparant に語り手が選び
取る際に.宗教戦争から独特の comparant を使用していた。
またアレゴリーも，恋愛と航海.戦い，法廷の結びつきはすでに存在していたにせよ.
詩集の最初に航海.戦いーそして最後に法廷と L γFれも具体的な描写に満ちた非日常的世
界を現出させる働きをした。
以上のよ Hこ. 日常と非日常両方の面を持つ多様な世界が Hécα tombe ? Diane の世界
である Hネその世界の多様性を具現する存在カiデイアーヌであることを付け加えておこう。
デイアーヌはソネ XXX\'1 で， (mignonne) と 11乎ば、れ，語り手に身近な存在であること
もあれば，女神と|司じ名前であることから，残忍な狩人の女神(ソネ XXI) になること
もある。 l明らかにテイアーヌが女神として現れる頻度は少いとしても. (ソネ XXI.
XXII. XXXVII. LXXXVIII. XCVI. XCVII) その印象は強い。女神の属性によって，人
181 間としてのテイアーヌの官片品カ、説明されることもあるだろう 。しかし最も印象的なのは.
自らを詩人と考えー五年こそが，デイアーヌとの最大のコミニケーションの手段と考えてい
た語り手の詩編が.生勢として燃やされるソネ XCVI である。
XCVI 
.J e hrus] 1:'、 avecq mon ame et mon sang rOllgissant 
Cent amoul・ ellX sonnetz clonnez pour mon martire 、
Si pぞ II de mes langellrs qll'i] m'est permis d'escl'ire 
SoUSpil'allt un Hecate 司 et mon mal gemissant. 
Pour ces jllstes raisons 司 j'ay obser¥'? les cent 
A moins de cent (aureax on ne fait cesser J'ire 
De ])iane en courrυUX 、 et Di 日 11<.' retir(:' 
Cent ans hυrs de l'enfeJ' les corps sans mり nllmen t.
.tvl a i s q U 0 y? P Ii s -j c c 0~ n0i s t r e a I c r e u x d e m e s h 0 s tie 、
A lellrs bovallX fllmans 、 ù lelll ・ ]"ouges pilr(iE's 
Oll I'ire 、 Oll la piti? de ma divin it? '? 
( 8) G í 日 1(' fvl a th i e I Ca s te I a n í 、 {L‘ 1 f i引1 )，(' mythiquE' de Diane CIλns I'Héc α tombc 
d 'Auhi ぷIl l:'} 、 in Rcvue d'Hisloirc Litli'raiT(' de la Francι1978、0/0.2. pp. 3 --18 
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f¥1 a v i e e 5 t ? 5 a v i e e t m 0n am e ?1 a5 i e n e , 
Mon c誦r souffre en son c誦r. La Taurosc¥"tiene 
Eust son desir de sang de mon sang content? 
宗教戦争や難破のイマージュが生み出す非日常的世界と並人で.デイアーヌの神話的イ
マージュは ， Hécαto mb e ? Diane の世界を劇的に変容させているのだ。
